





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































の議論状況および制度状況の全般については、Hans Achenbach, Das Strafrecht
 




156頁以下がある。また、Ulvich Sieber, Compliance-Programme in Unterneh-
menss trafrecht.Ein neues Konzept zur Kontrolle von Wirtschaftskviminarita?t,
in Festschrift fu?r Klaus Tiedemann zum70.Geburtstag,2008.S.449ff.も重要で
あり、邦訳として、ウルリッヒ・ズィーパー（甲斐克則・小野上真也・萩野貴史
訳）「企業刑法におけるコンプライアンス・プログラム――経済犯の統制のための
新構想――」季刊・企業と法創造18号所収（2009・近刊）がある。なお、同号所収
のマルク・エンゲルハルト（武藤眞朗訳）「コンプライアンス・プログラムを特に
顧慮したドイツおよびアメリカ合衆国における企業の制裁」参照。
【付 記】
本稿は、早稲田大学グローバル COE《企業法制と法創造》の刑事法グル
ープおよび医事法グループの研究成果の一部である。
企業犯罪と公務員の刑事責任（甲斐) 19
